
　　令和４年度さいたまマッチングファンド助成金一般助成事業　評価表

団体名（所管課名） 特定非営利活動法人にじの絲(男女共同参画推進センター)

事 業 の 目 的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成、参加人数等の事業の結果を表す数値）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

事　業　名 まず大人が知ろう！自分らしく生きていくための性の知識

市民が地域で自分らしく生き生きと過ごし、健康に暮らせるまちづくり

該当する所に○をつけてください

〇

評　　　価

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きください。
（例）
　・協働して感じたこと
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など

民間の助成金は採択不採択の通知が来るだけですが、申請書や報告書の作成など何度も手直しをしていただきとても助かりました。申請時から相談にのって
いただけるのは、経験が少なくマンパワー不足の団体にはとても心強いです。また、講座内でもまとめのコメント等もお願いしました。両者の得意分野を発揮出
来て、協力し合って事業を行うマッチングファンドは、他の自治体でもぜひ取り入れてほしいと思います。

事　業　の　目　標

評価の視点

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。

事業実施にあたり、参加者や関係者等へ適切な声かけなどのフォローに努め、今後
も繋がりが持てるきっかけをつくることができましたか。

〇

〇

〇

〇

〇

（1）子どもにかかわる大人たちに、正しい性についての知識を届ける。
（2）大人を通して、子どもたちが正しい性の知識を得る機会を創出する。
（3）子どもたちが性について知る機会や話す機会を持ち、信頼して話せる大人が身近にいる、安心して暮らせる地域をつくる。

２　事業の成果

３　協働事業の効果
団体はオンライン収録配信の経験があまりなく、所管
課にご指導いただきとても助かりました

１　事業の目的と目標の設定
両者で打ち合わせ後、所管課が協定書案を作成
案を共有し確認後に協定書を締結しました

４　市民活動団体と担当所管課
    との連携

3回の連続講座の前には、講師を含めた打ち合わせ
を必ず行い、当日の流れを共有しました　　　　　　そ
の他不明点などはメール等で連絡を取り合い、連携
をはかりました

５　事業の適切な取組
配信なので参加者とのリアルタイムでの交流は出来
ませんでしたが、アンケートやハッシュタグキャン
ペーンにより、つながりを持つことが出来ました

申込み者数は各回300名以上　オンデマンド講座の再生回
数は各回400回以上とかなりの反響がありました
また、#つながるBOOK 6000部の配布申込みもすぐに定数
に達しました

オンデマンド配信のため、各自の都合で参加しやす
かったとの感想を多くいただきました

項　　　　　　目 評価理由など

資料４－２－１



　　令和４年度さいたまマッチングファンド助成金一般助成事業　評価表

団体名（所管課名） NPO法人にじの絲（人権政策・男女共同参画課）

事 業 の 目 的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

充分
できた

概ね
できた

充分では
なかった

事業を実施したことで、地域や社会の問題を解決する成果はありましたか。

（成果：協定書に設定した目標の達成、参加人数等の事業の結果を表す数値）

協働により事業を実施したことで、事業に良い効果はありましたか。

（良い効果：互いの組織への良い影響、気づきやノウハウの獲得）

適切な情報交換のもと、常に共通の認識を持って事
業に取り組むことができた。

事業実施にあたり、参加者や関係者等へ適切な声かけなどのフォローに努め、今後
も繋がりが持てるきっかけをつくることができましたか。

協働事業の目的・目標は、両者が共有・設定することができましたか。 ○

リプロダクティブヘルス/ライツの実現につながる、包
括的性教育に関する啓発の重要性について、改めて
認識した。今後の事業においても、このテーマに関す
る取り組みを継続していきたい。

オンライン（オンデマンド動画配信）による実施によ
り、延べ1,119人の方に参加いただくなど、広く啓発を
行うことが出来た。

行政や教育機関において取り組みが少ない課題に
ついて、主体的に取り組む団体の姿を通して、市民
活動の意義を広める機会となった。

★事業を振り返り、気づいたこと・
感じたことを自由にお書きください。
（例）
　・協働して感じたこと
　・マッチングファンドの良い点、
　改善点など

両者が共通の認識を持ち、適切な目標設定と協力体制のもと、効果的に事業を実施することができた。

市民が地域で自分らしく生き生きと過ごし、健康に暮らせるまちづくりを目的とする。

事　業　名
「まず大人が知ろう！自分らしく生きていくための性
のの知識」

１　事業の目的と目標の設定

４　市民活動団体と担当所管課
    との連携

５　事業の適切な取組 ○
参加者の方々が、NPO法人にじの絲及びさいたま市
男女共同参画推進センターについて知る機会となっ
た。今後の連携の礎となるものと考える。

両者が共通の認識をもち、目的・目標を共有・設定す
ることができた。

協働事業には、互いに情報交換し、連携して取り組むことができましたか。 ○

３　協働事業の効果 ○

市民が市民活動に触れる、参加の機会をつくるなど、地域の市民活動の活性化につ
ながりましたか。

○

（１）子どもにかかわる大人たちに、正しい性についての知識を届ける。
（２）大人を通して、子どもたちが正しい性の知識を得る機会を創出する。
（３）子どもたちが性について知る機会や話す機会を持ち、信頼して話せる大人が身近にいる、安心して暮らせる地域をつくる。

事　業　の　目　標

２　事業の成果

○

該当する所に○をつけてください

項　　　　　　目 評価の視点
評　　　価

評価理由など














